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指定時地名 指定年月日 区 域

岩手中央 45.10.13 蹴附rli、紫波町、矢IIJ町、都南村、滝沢村

花 ;It 45.10.13 1とづちi1i、北J'.rli、疋I鳥谷町、東和問、大迫町

日旦 J工 47.6 .28 衣江刺)11村市、水沢市、前沢町、胆沢町、金ヶ崎町

関 48.3.20 一関Tli、花泉町、平泉slJ

八申請平 48.6.21 葛巻町、西十Hslj、松尾村、岩手II!J

48.6.21 二戸Tli，_.戸町、j争法寺町、安代IHJ

盛岡北部 50.6 .19 雫石sI]、玉山村

|注 50.12.19 大高¥lirnli、[iが:fjiii守j111 rli、住田町、二三五夜間]

IIt 中 51.12.15 大JIII東11奇町村 、藤沢町、千厩IlIJ、東山II!J・、主似村

手LI J~三:t 51.12.15 和賀町、江釣子村、~~);凹 mj 、沢内村

1一B一a←" 一仁一・1 52.12.15 1~11 古 rlî 、田老 IUJ 、 LLJEII 町、幸Jr 里村、川'}[:i';J

従来，岩手県の夏秋キュウリは， 4月下

旬播種， 5月下旬定植の作型が中心であっ

Tこ。

最近，収穫期間の延長と，良品質のキュ

ウリ生産のためと，そして，栽培者の作付

規模拡大を計ることから，さらに作型が分

化していく傾向にある。

(2) 育 苗

床土が育苗のポイントとなるが，熟成床

土使用を原則としてるいが，速成床土を利

用している栽培者も多い。

図 1 岩手県内の夏秋キュウリの作型(野菜園芸事業推進方針より〉

~\'i 品柄 地 士或

4日 5 6 7 8 9 10 

ィ合卜哨→ 富民主! 県南地帯

伯尚〈一合→ | 北星 県中、県南地帯

。 • 向上 県北、県中、県南地'出

(). 同よ 県仁11、県南地帯

。ーx・ | 向上 三|注沿伴地帯

().. | 同上 ←:¥注沿岸地帯:

凡例 0播時×接木・制j，'(門マルチ作ノ、ウスハトンネル口収穫
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35~40 日頃より行い， 1 回 1 株当り 2~3

葉を限度とし， 1週間に l回くらいの割で

行う。 9月中旬以後は，完全な枯葉，病葉

だけを行っている。

草勢維持と安値および市場連休時の出荷

調整を兼ねて，曲果，変形果の摘果を行っ

ている。

(7) 病害虫防除

① 黒星病一一種子消毒，資材消毒を行

うと同時に， トリアジン水和剤， トップジ

ンM，ベンレート水和剤等を茎葉散布。

表 3 栽植距離

表 2 施肥設計例 (胆江地区栽培指針より)

任三
般は場 肥沃ほ J:tb

7乙肥 7じ 目巴
追肥

深層施肥 全l(ij地肥 追肥 深層施肥 全面施IlE

1住 IlE 3，000 3，000 3，000 3，000 

乾燥けいふん 100 100 100 100 

背土入重焼燐 40 40 40 40 

CDU 60 60 20 40 
燐加安 55 5 

アズミン石灰 100 100 50 50 

燐硝安力fI旦 180 
S 646 

成分N46.8 P52.4 K46.8 N37.8 P44.2 K37.8 

規格は， M (90~120g) 級で， AM規格のものをより多

く出荷することが栽培者の目標となる。

収穫は，果実温が低い朝夕の 1日2回としているが，

低温期に入る 9月下旬以降は， 1日1回の収穫となる。

2. 今後の方向

(1) 収穫期間の延長と栽培規模の拡大

7月， 8月が，岩手キュウリの主流であるが，夏場の

収穫期の管理作業および収穫作業が，意外にきつくなる

②立枯性疫病一一冠水しやすい所は，高畦とし，生 ため，栽培規模が拡大されず，産地として，十分な機能

育中，有機銅水和剤，パンソイル乳剤等の土壌瀧注。 をはたせないような規模に縮小されていく傾向にある。

③べと病，炭そ病一一資材消青・を行い同時にジネブ 作型の組み合せにより，個々の栽培規模拡大を計り，

水和剤，ピスダイセン水和剤，ダコニールを茎葉散布。 同時に，収穫期間の延長を考えてゆく必要がある。

④ うどんこ病ーーモレスタン水和剤， ミルカーブ液 (2) 土作りの徹底

剤等の茎葉散布。 生産の基盤は「土」にある。品質を高め，生産を上げ

⑤ 斑点細菌病一一一種子消毒，資材消毒の徹底と同時 ていくためには，小手先だけの技術だけでは，どうにも

に，有機銅水和剤，銅水和剤等の茎葉散布。 ならない状態になって来ている。

⑥ アプラムジーーエチルチオメトン粒剤等の土壌施 「土」を豊かにすることが，経営を豊かにすることを

用3 マラソン乳剤， DDVP乳剤等の茎葉散布。 認識，土作りを押rし進める必要がある。

(6) 収 穫 おわりに

80~120 gのキュウリを目標に収穫しているが，中心 黄色のダンボールに入った「岩手キュウリ」が，今後

表 4 キュウリの標準出荷規格 更に消費者に好まれ，岩手キュウリを消費

畦 rjJ 条問 株間 株10a当数り

接木苗

1本仕立 220cm 80cm 70cm 95221，: 

2本仕立 220 80 90 740 

白根苗

1本仕立 220 80 60 1，111 

2本仕立 220 80 75 889 

形区量分 1本重量 1本の長さ 選別調整 容 器 量目 荷造り方法

(9 ) 
(om) 

同一品種で品質 ダン 10 A"9 ハンドボク
120~ 150 形状を揃える。 ボール サー止め

L 
(1箱80本

22~24 
いぽ落ちに注意 (底ぶた4ヵ

中心) する。 所上ぶた 2

90~ 120 ヶ所)
※ 

M (1箱108 20~22 

本中心)

80~90 

S (l箱126 18~20 

本中心)

65~80 

SS (1箱140 16~18 

本中心)

岩手県青果物等出荷規格指導必携より抜粋

してもらうためには，良品質で，消費者が

要求するだけの量を，コンスタントに出荷

して行く必要がある。そのために，生産者

と関係者との信頼をより一層強くし， 目標

に向け，微力ながら，私自身も努力して行

く覚悟です。


